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1.  避難者の一員として①第４章
副読本

32〜35ページ

災害直後，近隣の地域の人たちが助け合って人命救助などを行うためには，
日ごろから，地域の人たちとどのように関わっておくことが大切かを考え
ましょう。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）が地域のどこに設置されているか確認しま
しょう。
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設置されている場所
学校内

家の近く

登下校の経路

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法を覚えておきましょう。
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　1995（平成7）年に起こった阪神・淡路大震災では，
約6,400人が犠牲となりました。この地震により，建物
や電柱が倒壊し，火災もあちこちで発生したため道路が
思うように使えず，公共機関による救助・消火活動は時
間がかかりました。
　そのため，がれきの生き埋めになりながら助かった約
35,000人のうち8割近い約27,000人は，近隣の住民た
ちが助け出しました。
　このように，近隣で助け合う地域の力は，災害時も大き
な力となり，たくさんの命を救いました。

阪神・淡路大震災における住民による救助の割合

（出典：「大規模地震災害による人的被害の予
測」自然災害科学 Vol.16　No.1　河田恵昭）

消防・警察・自衛隊に
よって救出された人　
約 8,000 人（約 2割）

地域の住民らによって
救出された人　
約 27,000 人（約 8割）

消防・警察・自衛隊に
よって救出された人　
約 8,000 人（約 2割）

地域の住民らによって
救出された人　
約 27,000 人（約 8割）
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「避難者の声」から，それぞれの問題について私たちにできることはないか
考えましょう。

普段から私たちが行っていることで，避難生活でも生かし，力になれるこ
とはないか考えましょう。
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●仮設トイレは足場が不安定で，うちのお父さんは足を踏みはずして便器の中に落ちそうになる。
誰かに手伝ってもらいたいと思っても，周りはみんな被災した人たち。頼むことなんかできない。
（女性　62歳）
●避難者のトイレの使い方が汚い。（男性　49歳）
●病気で骨盤を悪くして車椅子生活を送っている。避難所では多くの手助けを受けているが，トイ
レに行くのが大変だ。（女性　48歳）

●避難所の食事は足りてきた。むしろ自宅暮らしの人のほうが不足している。同じ被災者だから，分
かちあいたい。（男性　42歳）
●３か月の赤ちゃんがいるので衛生面が不安。哺乳瓶も１本しかない。大人は我慢できても子供の
ことを思うと大変だ。（女性　33歳）

●早く風呂に入りたい。被災後，全く入浴できず，不快でたまらない。灯油不足で夜は寒く，眠れな
い。（女性　39歳）

●愛犬２匹がいるので避難所の外の車で寝ている。犬がおかしくなってしまったが，ガソリンがなく
て病院に連れて行けない。（女性　62歳）
●一緒に避難した飼い犬が18日，死んでしまった。ストレスが原因だと思う。眠れない夜に思い出
して，つらい。（女性　75歳）

●不便なのは洗濯。干す場所も洗濯ばさみもなくて苦労している。（女性　30歳）
●とにかく情報がほしい。働き口や住む場所は一体どうなるのか。（男性　47歳）
●朝4時ごろになると，せき込む人が多い。水分が足りないからではないか。（女性　69歳）

（河北新報「避難所　いま」　2011年3月15日～30日掲載より抜粋）
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避難所の様子


